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Rokkasho広報ろっかしょ

photo 　平成 25 年六ヶ所村消防出初式でまとい振りを披露

Pick Up Topics

凛とした表情の見据える先に
平成 25 年成人式開かれる

過去から現在へ、躍動する伝統集う
第 30 回六ヶ所村民俗芸能発表会開かれる

官民一体で防災体制の確立を目指し
平成 25 年六ヶ所村消防出初式 挙行される
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≪成人式を迎えての抱負≫　家族を始めとするお世話になっている地域の方々への感謝を忘れず、いずれは故郷の六ヶ所に貢
献できるよう今後も頑張っていきたい（舘花春佳）▶人間という字のように人と人との間をつなげるかっこいい大人になりた
い（秋戸瞬）▶今まではたくさんの人に支えられて育てていただいた。今後は私自身が人を支え、誰かの役に立ち恩返しでき
るような人でありたいと思う（中村美希）▶ 20 歳になると責任が生まれる。これから社会にでる一員として自覚と責任ある
行動をとり、社会に貢献できるよう頑張りたい（能登一博）▶成人としての自覚を持ち初心の気持ちと感謝の心を忘れること
なく歩んでいきたい（及川雅登）▶懐かしい仲間と成人の日を迎えられてとてもうれしい。これからも友人を大切にして過ご
していきたい（鳥山祐子）▶自分に関わった全ての人に感謝。これから責任ある行動をし、ぶれない自分でありたい（逢坂哲生）

川
かわむら

村 一
か ず き

樹
（千歳地区）

Kazuki Kawamura

「親孝行をする」

県外の学校に進学す
るときにも親が色ん
な面で支えてくれた
ので、親孝行したい

田
た な か

中 夢
む つ み

鶴美
（倉内地区）

Mutsumi Tanaka

「初心と感謝を
忘れずに生きる」

成人式で感じたこと
や、たくさんの人の
協力があってこその
自分だということを
忘れない

新成人の

気持ち。

（左から）新成人のことばを発表した佐藤有莉加さん、小泉尚之さん、村民憲章を朗読した
瀬川まどかさん

1・2_ 集合写真時の新成人たち　3_
友人と晴れ着姿で一枚　4_ カメラに
向かって凛々しい顔　5_ 平成 25 年
の新成人たち大集合　6_ 記念品を受
け取る及川那津乃さん　7_ 桜田まこ
とさんのステージではメッセージ共
に力強い歌声が届けられた　8_ 先輩
代表、山崎愛来さんが励ましのこと
ばで新成人を激励

凛
と
し
た
表
情
の
見
据
え
る
先
に

平
成
25
年
成
人
式
開
か
れ
る

１２

３

４

５

６

７

８

秋
あ き と

戸 歩
あ ゆ み

美
（尾駮レイクタウン地区）

Ayumi Akito

「感謝」

親や友だち、仕事で
も周りの人が支えて
くれたので感謝して
頑張っていきたい

古
ふるかわ

川 瑛
え い じ

治
（泊地区）

Eiji Furukawa

Pick Up Topics １
　

平
成
25
年
成
人
式
が
１
月
13

日
、
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ

ニ
ー
」
で
開
か
れ
、
出
席
し
た

１
０
０
人
の
新
成
人
た
ち
が
互

い
の
成
人
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
瀬
川
ま
ど
か
さ

ん
が
村
民
憲
章
を
朗
読
し
、
小

泉
尚
之
さ
ん
と
佐
藤
有
莉
加
さ

ん
が
新
成
人
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。

　

小
泉
さ
ん
は
「
こ
の
素
晴
ら

し
い
六
ヶ
所
村
で
育
っ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、
自
ら
先
頭
に

立
っ
て
こ
れ
か
ら
の
村
の
発
展

の
た
め
に
力
に
な
っ
て
い
き
た

い
」
と
、
佐
藤
さ
ん
は
「
社
会

人
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
持
ち
、
常
に
向
上
心
を
忘

れ
ず
前
進
し
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
日
々
小
さ
な
こ
と
か

ら
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

古
川
健
治
村
長
は
「
こ
れ
か

ら
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
羽
ば

た
い
て
い
く
皆
さ
ん
に
『
わ
れ

わ
れ
の
最
も
実
り
多
い
進
路
は

勇
気
あ
る
決
意
に
堅
く
立
つ
こ

と
、
希
望
を
捨
て
な
い
こ
と
で

あ
る
』
と
い
う
先
人
の
言
葉
を

送
り
ま
す
。
多
い
な
る
勇
気
と

希
望
を
持
ち
、
失
敗
や
挫
折
を

恐
れ
ず
、
努
力
し
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
桜
田
ま
こ
と

さ
ん
が
、
力
強
い
歌
声
と
演
奏

で
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を

見
せ
、
写
真
撮
影
や
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
ま
し
た
。

　

今
年
新
た
に
成
人
と
な
っ
た

の
は
１
２
５
人
。
来
場
し
た
保

護
者
た
ち
は
、
20
歳
の
決
意
を

胸
に
し
た
凛
々
し
い
姿
に
目
を

細
め
な
が
ら
、
誇
ら
し
げ
な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

「責任ある行動を
とる」

社会人として、一つ
一つの言動に責任を
持ち行動していきた
い
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過去から現在へ、躍動する伝統集う
第 30 回六ヶ所村民俗芸能発表会開かれる

　

第
30
回
六
ヶ
所
村
民
俗
芸
能
発
表

会
が
１
月
12
日
、
平
沼
小
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
、
約
１
８
０
人
の
来
場

者
が
迫
力
あ
る
神
楽
舞
や
手
踊
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

始
ま
り
を
飾
っ
た
の
は
、
平
沼
神

楽
保
存
会
（
橋
本
武
洋
代
表
）
に
よ

る
神
明
舞
。
獅
子
頭
を
左
右
に
傾
げ

な
が
ら
、
堂
々
と
し
た
舞
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

続
く
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
演
目
で

は
、
倉
内
子
ど
も
神
楽
（
木
村
文
則

代
表
：
倉
内
小
校
長
）
と
平
沼
子
供

神
楽
会
（
橋
本
篤
志
代
表
）
が
囃
子

と
舞
手
の
息
の
合
っ
た
下
舞
・
権
現

舞
を
披
露
。
泊
子
供
神
楽
会
（
辻
浦

英
朗
代
表
）
は
獅
子
頭
を
持
ち
な
が

ら
力
強
く
舞
う
神
楽
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。
受
け
継
が
れ
た
伝
統
の
思
い

を
胸
に
凛
然
と
舞
う
子
ど
も
た
ち

へ
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

泊
神
楽
会
（
辻
浦
英
朗
代
表
）
は
、

熟
達
さ
れ
た
音
律
に
合
わ
せ
て
勇
壮

に
舞
う
獅
子
頭
と
舞
方
の
息
の
あ
っ

た
神
楽
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

新
山
権
現
保
存
会
（
佐
藤
石
五
郎

代
表
）
は
、権
現
舞
２
演
目
を
披
露
。

源
義
経
と
弁
慶
が
太
刀
を
奪
い
合
う

様
子
を
物
語
っ
た
「
鞍
馬
」
で
は
、

２
人
の
豪
快
な
立
ち
合
い
が
会
場
の

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

横
浜
町
か
ら
特
別
出
演
し
た
南
部

手
踊
り
保
存
会
（
菊
池
武
己
代
表
）

は
、
南
部
追
分
と
南
部
あ
い
や
節
の

２
曲
を
披
露
。
唄
い
手
の
威
勢
の
良

い
掛
け
声
に
合
わ
せ
た
優
雅
な
舞
で

会
場
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
今
日
は
孫
の
出
る
演

目
を
楽
し
み
に
来
ま
し
た
。
色
ん
な

演
目
を
見
ら
れ
る
の
で
、
発
表
会
は

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

1_ 新山権現保存会による「鞍馬」
2・4_ 倉内子ども神楽保存会による
下舞と権現舞　3・7_ 平沼子供神楽
会の権現舞と下舞　5_ 拍手を送る
来場者　6_ 泊神楽会の「神楽舞」
8_ 真剣な表情で舞を見つめる来場
者　9_ 新山権現保存会の権現舞
10_ 平沼神楽保存会が神楽舞を披露
11_ 南部手踊り保存会の優雅な手踊
り

Pick Up Topics ２

１

２

３４５10

６

７

８

９

11

5 Ro
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株
式
会
社
（
附
田
幸
枝
）
▽
葛

西
産
業
株
式
会
社（
葛
西
徹
也
）

〈
六
ヶ
所
村
消
防
団
組
織
〉

団
長　

髙
橋
義
経
▽
副
団
長　

田
村
七
郎
▽
同　

久
保
政
廣
▽

同　

松
下
志
美
雄　

●
本
部
▼

分
団
長　

尾
ヶ
瀬
庄
太
郎
▽
舘

花
晴
彦
▽
同　

鳥
谷
部
修
▽
同

　

松
橋
勝
▽
副
分
団
長　

吉
田

裕
悦
▽
同　

諏
訪
内
俊
一
▽
同

　

駒
形
進
▽
部
長　

小
泉
陽
大

▽
同　

髙
橋
晃
▽
同　

太
田
慎

吾　

●
分
団
▼
第
１
分
団
長　

石
久
保
斉
▽
第
２
同　

小
泉
勉

▽
第
３
同　

五
十
嵐
誠
一
▽
第

４
同　

沼
尾
秀
雄
▽
第
５
同　

中
村
春
志
▽
第
６
同　

小
泉
秋

広
▽
第
７
同　

相
内
頼
恵
▽
第

８
同　

奥
村
浩
▽
第
９
同　

秋

戸
祐
悦
▽
第
10
同　

中
村
政
美

（
団
員
総
数
２
０
６
人
）

【
六
ヶ
所
村
長
章
】（
所
属
・
階

級
）　

高
村
輝
彦
（
１
分
団
・

団
員
）▽
尾
ヶ
瀬
馨（
５
同
・
同
）

▽
行
田
広
幸
（
６
同
・
同
）
▽

林
下
英
則
（
７
同
・
同
）
▽
林

正
芳
（
10
同
・
同
）

【
消
防
団
長
章
】（
所
属
・
階
級
）

木
村
基
史
（
１
分
団
・
団
員
）

▽
吉
田
譲
（
２
同
・
同
）
▽
戸

舘
章
（
２
同
・
同
）
▽
阿
部
市

仁
（
３
同
・
同
）
▽
佐
藤
輝
美

（
４
同
・
同
）
▽
久
保
勇
馬
（
４

同
・
同
）
▽
久
保
潤
（
４
同
・
同
）

▽
沼
山
孝
喜
（
４
同
・
同
）
▽

佐
藤
亮
平
（
４
同
・
同
）
▽
橋

本
光
男
（
８
同
・
同
）
▽
中
村

聖
（
10
同
・
同
）

〈
認
定
事
業
所
は
次
の
と
お
り
〉

【
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
再
認
定
事
業
所
】（
代
表
者

氏
名
）　

株
式
会
社
高
田
工
業

（
髙
田
美
奈
子
）
▽
附
田
建
設

が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、六
ヶ

所
村
消
防
団
協
力
事
業
所
に
再

認
定
さ
れ
た
３
事
業
所
に
認
定

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
川
村
長
は
「
村
の
安
全
・

安
心
確
保
の
た
め
日
夜
、
献
身

的
に
活
躍
い
た
だ
き
、
心
か
ら

深
く
感
謝
し
ま
す
」
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

〈
受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）〉

【
退
職
消
防
団
員
感
謝
状
】（
前

所
属
・
階
級
、
勤
続
年
数
）　

木
村
義
一
郎
（
本
部
分
団
長
・

32
年
６
カ
月
）
▽
下
田
誠
（
５

分
団
分
団
長
・
36
年
11
月
）
▽

久
保
一
人
（
４
分
団
分
団
長
・

34
年 

１
月
）
▽
吉
岡
弘
光
（
７

分
団
班
長
・
24
年
10
月
）
▽
沼

端
弘
美
（
３
分
団
団
員
・
27
年

７
月
）
▽
沢
目
英
夫
（
６
分
団

団
員
・
20
年
９
月
）
▽
佐
藤
由

仁
（
７
分
団
団
員
・
20
年
）

　

新
春
恒
例
の
六
ヶ
所
村
消
防

出
初
式
が
１
月
５
日
、
文
化
交

流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
駐
車

場
で
晴
天
の
中
、
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
は
六
ヶ
所
村
消
防

団
の
ほ
か
、
む
つ
小
川
原
石
油

備
蓄
株
式
会
社
の
自
衛
消
防

隊
、
日
本
原
燃
株
式
会
社
の
消

火
専
門
隊
、
六
ヶ
所
消
防
署
、

そ
し
て
泊
婦
人
消
防
協
力
隊
の

総
員
約
２
０
０
人
、
車
両
17
台

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

団
員
は
、
古
川
健
治
村
長
に

よ
る
観
閲
を
受
け
た
後
、
力
強

い
分
列
行
進
や
勇
ま
し
い
ま
と

い
振
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ス
ワ
ニ
ー
の
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
式
典
で
は
、
長
年
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
退
職
消
防

団
員
へ
感
謝
状
を
贈
呈
。
そ
し

て
日
頃
、
職
務
に
励
ん
で
い
る

消
防
団
員
へ
、
村
長
・
団
長
章

1_ 車両部隊の分
列行進　2_ 観閲
を受ける団員た
ち　3_ 団長章を
受章した 10 分団
員の中村聖さん
4_ 古川村長に状
況報告を行った
髙橋義経消防団
長　5_ 青 空 の
中、 勇 壮 な ま と
い 振 り を 披 露　

12

3

4

5

官民一体で防災体制の確立を目指し  
　平成 25 年六ヶ所村消防出初式 挙行される

Pick Up Topics ３
マグニチュード８を超える巨大地震の場合

「巨大」という言葉を使った大津波警報で、非常事態であることを伝えます

津波警報・注意報

正確な地震の規模が分かった場合
予想される津波の高さを、１ｍ、３ｍ、５ｍ、10 ｍ、10 ｍ超の５段階で発表します

　津波による災害の発生が予想される場合には、地震発生後、約３分で大津波警報、津波警報または津波注
意報を発表します。その後、「予想される津波の高さ」「津波の到達予想時刻」などの情報を発表します。

●これまで８段階で発表していた予想される津波の
高さについて、被害との関係や、予想される高さが
大きいほど誤差が大きくなることなどを踏まえ、５
段階に集約します。

●津波警報などの発表時には、各区分の高い方の値
を、予想される津波の高さとして発表します。

津波警報の発表（巨大地震発生時のイメージ）

（例）３～５ｍの間の津波が予想されたら
「予想される津波の高さは５ｍ」と発表します

●マグニチュード８を超える巨大地震の場合は、正
しい地震の規模をすぐには把握できないため、その
海域における最大級の津波を想定して、大津波警報
や津波警報を発表します。これにより、津波の高さ
を小さく予想することを防ぎます。
●このとき、最初の津波警報では、予想される津波
の高さを、「巨大」「高い」という言葉で発表して非
常事態であることを伝えます。

「巨大」という言葉を見たり聞いたり
したら、東日本大震災クラスの津波
がくると思って、ただちにより高い
場所へ避難しましょう！

Information

平 成 25 年 ３ 月 ７ 日 か ら 津 波 警 報 が 変 わ り ま す

　このお知らせは、気象庁ホームページから引用し
ています。詳細は下記ホームページをご覧ください。
＊気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/）
＊ 津 波 警 報 改 善 に つ い て（http://www.seisvol.kishou.
go.jp/eq/tsunami_keihou_kaizen/index.html）
問原子力対策課
☎ 0175（72）2111（内線 331 ～ 335）
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課題を見つけ、今後に生かす
小中学生対象バスケ教室開かれる

運動神経を高めるラダー（はしご状の運動器具）を
使ってトレーニング

健康活動への功績認められ
ヘルスメイトが健康づくり事業功労者表彰

　平成 24 年度青森県健康づくり事業功労者等表彰式が 12 月
20 日、青森県庁で行われ、六ヶ所村食生活改善推進員会（愛
称ヘルスメイト、山口ミキ会長）が表彰されました。
　この表彰は、健康づくり事業のために多年にわたって献身的
な活動を続けその功績が顕著である個人または団体を表彰する
ことにより、地域における健康づくり運動の進展と県民の健康
水準の向上に資することを目的に実施されています。
　自らや家族、そして地域の食生活改善を目指し、平成９年か
ら活動してきた同団体。山口会長は「長年の活動が認められ表
彰されたことは、これからの活動を継続するにあたり会員の励
みになります。今後も村の健康づくり活動の推進に少しでも役
立てるよう、頑張りたいです」と話していました。

撮影技術、肌で感じて
ロックＴＶが泊小５年生へ出前授業

　社会科学習における出前授業が 12 月 18 日、泊小学校（太田平
一郎校長、児童 187 人）で行われ、同小５年１組の 35 人が村の
情報伝達メディアの１つであるロックＴＶについて学びました。
　この授業は、普段見ている番組がどのように制作され、放送
されているかなどを児童に知ってもらいたいという先生方の想
いで実施されました。児童たちは、ロックＴＶ担当の情報政策
課三戸宏峰主事から取材の仕方や編集方法などの説明を受け、
実際にカメラを使って撮影を体験。撮影の難しさや面白さなど
を肌で感じていました。
　濱中美緒さんは「映像だけではなく、音も意識しながら撮影す
ることを知った」と、村上楓さんは「撮影の基本は固定して撮る
ことや原稿の書き方なども知ることができた」と話していました。三戸主事（左上）からカメラ操作の説明を受ける児童たち

白熱した試合展開、魅せる
スポ少・中学校女子バスケ新人戦開催

スポーツ少年団の新人戦（尾駮㊧と七戸㊨の試合）

共に輝かしい新年を祝う
平成 25 年新年を語るつどい

　平成 25 年新年を語るつどいが１月９日、文化交流プラザ「ス
ワニー」で行われ、村内企業関係者など約 360 人が参加しました。
　表彰式では、多年にわたり地方自治の振興発展や社会体育の
発展に貢献された３人に功労表彰が、社会福祉振興に寄付され
た１人に善行表彰が授与され、受賞者を代表し沼尾助與さんが

「村民の方々のご支援、ご協力の賜物と感謝します。これからも
村のため微力ながら活動して参りたい」と謝辞を述べました。
　講演では、落語家兼医師の立川らく朝氏が「身体に一番いい
のは笑うこと。ストレスを解消し、がんや動脈硬化を予防する
効果がある」と講演し、オリジナルの健康落語を披露して会場
を沸かせました。＜表彰者は次のとおり：順不同・敬称略＞●
功労表彰　前六ヶ所村監査委員　沼尾助與▽千歳自治会長　髙
田義則▽六ヶ所村体育指導委員　池田覚●善行表彰　中岫武満

「110 番」の正しい利用を
一中 JUMP チームがリーブで広報活動

買い物客にチラシを配る JUMP チームメンバー

　「110 番の日」広報活動（主催：尾駮交番〈髙坂尚孝所長〉・
六ヶ所村交番駐在所連絡協議会〈金澤光秀会長〉）が 1 月 10 日、
ショッピングモール「リーブ」で行われました。
　110 番は、警察への緊急通報用の電話番号。交通事故や事件
など警察へ緊急に通報する場合に利用する電話番号です。
　少年非行防止 JUMP チーム（第一中学校生徒）10 人は、尾駮
交番職員と交番駐在所連絡協議会会員とともに『110 番の仕組み
や正しい利用』のボードを掲げて PR。買い物客にチラシや反射
リストバンドなどを配り、110 番の理解と協力を呼び掛けました。
　髙坂所長は「緊急通報の妨げにならないようにいたずらや間
違いなどに気をつけてほしい。今は冬休み中なので、大人だけ
でなく子どもたちにも幅広く協力をお願いしている」と話して
いました。

　六ヶ所村スポーツ少年団ミニバスケットボール大会新人戦お
よび六ヶ所村中学校女子バスケットボール大会新人戦が１月
19 日、大石総合体育館で行われ、村内外から７チームが出場し、
熱い戦いを繰り広げました。
　スポーツ少年団新人戦には、尾駮・千歳・七戸の３チームが、
中学校女子新人戦には、千歳中・六ヶ所第一中・東通中・野辺
地中の４チームが出場。会場に声援が響く中、どのチームも真
剣な表情でボールを追いかけ、粘り強い試合を見せていました。

（結果は次のとおり）スポーツ少年団新人戦　優勝　千歳スポー
ツ少年団▶準優勝　七戸スポーツ少年団▶３位　尾駮スポーツ
少年団・中学校女子新人戦　優勝　千歳中学校▶準優勝　六ヶ
所第一中学校▶３位　東通中学校

　小中学生対象の六ヶ所村バスケットボール教室が 12 月 15
日、大石総合体育館で開催され、村内４校と招待された横浜町
小中学生約 100 人がさわやかな汗を流しました。
　同教室は三沢商業高等学校女子バスケットボール部（古市由
佳里監督）を講師に迎え、ボールハンドリングや重心移動、ヒ
ザの使い方などの基礎トレーニングをした後、講師 VS 中学生
の試合や、小学生同士のゲームを実施。その中で指摘された、
パスや体力向上のためのランニングに参加者たちは真剣に取り
組んでいました。
　古市監督は「言われたことをやるのではなく、自ら考えながら
やることがどれだけ大切か知ってほしい」と、参加した妻木偲愛
累さんは「ディフェンスなど今後の課題が見つかった。これから
の練習に生かしていきたい」と意欲的な表情を見せていました。

上北地域県民局の江浪武志健康福祉部長㊧から
表彰状を受け取る山口会長㊨

会場の笑いを誘う立川らく朝氏の講演
「ヘルシートークと健康落語」
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よ
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医
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健
康

交
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だ
よ
り

　

こ
れ
ま
で
の
県
内
に
お
け

る
違
法
駐
車
を
見
る
と
、

○
雪
の
た
め
に
道
路
が
狭
く

な
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
駐
車
を
し
て
い
る

○
交
差
点
内
や
横
断
歩
道
付

近
に
駐
車
し
て
い
る

○
歩
道
を
駐
車
場
代
わ
り
に

違
法
駐
車
し
て
い
る

な
ど
の
例
が
み
ら
れ
、
交
通

事
故
の
要
因
と
な
っ
た
り
、

交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
内
で
は
積
雪
期
を
迎

え
、
降
雪
に
よ
り
道
路
幅
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
狭
く
な
る

た
め
、
こ
の
よ
う
な
違
法
駐

車
に
よ
っ
て
交
通
渋
滞
が
さ

ら
に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
、
消
防
車

な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行
を

妨
げ
、
ゴ
ミ
収
集
作
業
、
除

排
雪
作
業
の
妨
害
と
な
る
な

ど
、
生
活
に
大
変
な
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
警

察
で
は
、
１
～
３
月
ま
で
の

３
カ
月
間
を
『
違
法
駐
車
取

り
締
ま
り
強
化
期
間
』
に
設

定
し
て
、
違
法
駐
車
の
交
通

指
導
取
締
り
を
強
化
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

違
法
駐
車
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
自
身
が
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
事
業
者
の
人
が
駐
車
場

を
確
保
す
る
な
ど
「
違
法
駐

車
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
環

境
作
り
」
を
す
る
こ
と
で
、

な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
人
も
社

員
が
営
業
車
で
違
法
駐
車
を

し
な
い
よ
う
、
指
導
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

快
適
な
交
通
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

青
森
県
警
察
で
は
、
高
齢

な
ど
の
理
由
で
運
転
に
不
安

を
感
じ
、
自
主
的
に
運
転
免

許
を
返
納
し
た
人
に
対
し
、

県
内
の
支
援
協
賛
店
を
通
じ

て
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引
、

利
用
料
金
割
引
、
商
品
宅
配

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
日
常
生
活

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
運
転
免
許
自
主
返
納
者
支

援
事
業
【
支
援
を
受
け
る
ま

で
の
流
れ
】

1
運
転
免
許
を
返
納
す
る

　
「
運
転
に
不
安
の
あ
る
人
」

が
「
自
主
的
に

運
転
免
許
を
返

納
」
す
る

◇
自
主
返
納
の
受
付
場
所

 

・
青
森
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー

 

・
八
戸
自
動
車
運
転
免
許
試

験
場
（
八
戸
警
察
署
内
）

 
・
弘
前
自
動
車
運
転
免
許
試

験
場

 

・
各
警
察
署
（
青
森
お
よ
び

弘
前
警
察
署
を
除
く
）

 

・
平
内
交
番

2
運
転
経
歴
証
明
書
の
申
請

を
し
、
交
付
を
受
け
る

◇
運
転
経
歴
証
明
書
に
つ
い

て■
申
請
期
間　

返
納
し
て
か

ら
５
年
以
内

■
申
請
場
所　

自
主
返
納
の

受
付
場
所
と
同
じ

■
有
効
期
限　

無
期
限
（
更

新
の
必
要
な
し
）

■
身
分
証
明　

顔
写
真
入
り

の
身
分
証
明
書
に
な
り
ま
す

■
交
付
手
数
料　

千
円

3
支
援
協
賛
店
に
運
転
経
歴

証
明
書
を
提
示
す
る

◇
支
援
協
賛
店
に
つ
い
て

■
支
援
協
賛
店
数　

県
内

１
１
０
店
舗
（
平
成
24
年
９

月
１
日
現
在
）

■
「
支
援
協
賛
店
一
覧
表
」

配
布
場
所

快適な交通環境のため、違法駐車はやめましょう
１～３月は「違法駐車取締り強化月間」です

② 12 月末の村の物件事故発生状況
平成 24 年 23 年

前年比
12 月中 累計 累計

43 266 219 47

① 12 月末の村の人身事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比12 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

１ ０ ６ 20 ０ 40 24 ２ 40 -4 -2 +0

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日  

・
青
森
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

 

・
八
戸
自
動
車
運
転
免
許
試

験
場
（
八
戸
警
察
署
内
）

 

・
弘
前
自
動
車
運
転
免
許
試

験
場

 

・
各
警
察
署
（
青
森
お
よ
び

弘
前
警
察
署
を
除
く
）

 

・
平
内
交
番

 

・
警
察
本
部
１
階

4
支
援
協
賛
店
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

運
転
免
許
を
自
主
返

納
し
た
高
齢
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

異文化交流フェア  ２月 24 日日開催
村に在住する外国人が自国の文化を紹介

　

今
年
も
「
異
文
化
交
流
フ

ェ
ア
」
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
！

　

世
界
各
国
の
郷
土
料
理
、

ダ
ン
ス
、
歌
、
寸
劇
、
そ
し

て
何
よ
り
も
人
と
の
触
れ
合

い
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
異
文
化
を
学
び
ま
し
ょ

う
！

　

外
国
の
お
土
産
が
も
ら
え

る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
。
今
年
は
２
月
10
日

が
旧
暦
の
新
年
で
、
当
日
と

そ
の
前
後
の
１
日
ず
つ
の
３

日
間
が
休
日
で
す
。

　

正
月
の
朝
に
は
、
先
祖
の

霊
を
迎
え
入
れ
る
た
め
の
祭

礼
を
行
い
、
年
上
の
家
族
に

大
礼
を
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、

子
供
た
ち
は
お
年
玉
を
も
ら

い
、
大
人
は
幸
福
と
健
康
を

願
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

　

韓
国
で
は
「
正
月
に
ト
ッ

ク
ク
（
韓
国
の
お
雑
煮
）
を

食
べ
て
こ
そ
、
歳
を
と
る
」

と
い
う
話
が
あ
る
ほ
ど
、
ト

ッ
ク
ク
は
正
月
を
代
表
す
る

料
理
で
す
。
イ
ワ
シ
と
昆
布

で
ダ
シ
を
と
り
、
そ
こ
に
薄

く
切
っ
た
う
る
ち
米
の
餅
、

牛
肉
、
卵
、
ネ
ギ
を
入
れ
て

作
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
し
め
縄
と

似
た
よ
う
な
感
じ
で
、
竹
で

作
っ
た
ポ
ク
チ
ョ
リ
（
福
ざ

る
）
を
買
う
風
習
も
あ
り
ま

す
。「
チ
ョ
リ
」
と
は
、
米

を
と
ぐ
と
き
に
使
う
ザ
ル
の

よ
う
な
道
具
で
、
汚
れ
や
ゴ

ミ
を
流
し
、
貴
重
な
も
の
だ

け
が
残
る
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
福
を
呼
ぶ
縁
起
物
で
す
。

　

最
後
に
。
正
月
連
休
は
人

口
の
３
分
の
２
以
上
が
大
移

■
開
催
日　

２
月
24
日
日

■
時
間　

正
午
～
午
後
３
時

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
参
加
予
定
国　

日
本
、
フ

ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ

リ
ア
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

韓
国
、
ド
イ
ツ

他
　

こ
ん
に
ち
は
。
１
月
１
日

は
日
本
の
お
正
月
で
し
た
ね
。

　

韓
国
の
正
月
も
日
本
と
似

て
い
ま
す
が
、
１
月
１
日
で

は
な
く
、
旧
暦
の
新
年
を
祝

い
ま
す
。
そ
の
た
め
韓
国
の

正
月
は
毎
年
日
に
ち
が
変
わ

動
す
る
「
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
」

に
入
り
ま
す
の
で
、
韓
国
旅

行
の
計
画
を
た
て
て
い
る
方

は
、
こ
の
時
期
は
避
け
た
方

が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

韓
国
襄
陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　

２
月
号
の
記
事
が
こ
の
言

葉
で
始
ま
る
の
は
お
か
し
い

と
思
う
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
韓
国
の
暦
は
旧
暦
も

使
用
し
て
お
り
、
日
本
の
暦

と
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
年
の
韓
国
の
正
月
は

２
月
９
～
11
日
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
暦
で
新
年
を
祝

う
の
は
韓
国
だ
け
で
は
な
く

中
国
で
も
、
同
じ
く
旧
暦
で

新
年
を
祝
い
ま
す
。
で
す
の

で
、
私
も
韓
国
で
の
生
活
に

合
わ
せ
て
、
こ
の
言
葉
か
ら

始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

さ
て
今
回
は
、
私
が
韓
国

の
生
活
で
言
語
以
外
に
苦
労

し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
水
」
で
す
。

　

海
外
旅
行
を
経
験
し
た
こ

と
の
あ
る
人
な
ら
分
か
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
水
道
水
を

直
接
飲
め
る
国
は
多
く
な
い

ら
し
く
、
韓
国
で
も
水
道
水

を
直
接
飲
む
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
飲
料
水
を
買
う
か
、

浄
水
器
を
取
り
付
け
る
か
の

ど
ち
ら
か
で
す
。

　

料
理
に
使
っ
た
り
お
米
を

炊
く
な
ど
、
火
を
通
し
た
水

は
大
丈
夫
で
す
が
、
直
接
飲

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
私
は
２
㍑
の
飲
料

水
を
大
量
に
買
い
込
ん
で
い

ま
す
。

　

日
本
に
居
た
頃
、
水
道
水

が
飲
め
る
の
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
し
た
。
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
水
が
飲
め
る
こ
と
が
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
、
水
を

買
い
込
む
た
び
に
思
い
ま
す
。スーパーに山積みされている２㍑の水

（１本約 80 円）

㊤昨年のフェアで行われた餅
つき㊨来場者は各国のおいし
い料理に舌鼓

　We will hold the annual “Cultural Exchange Fair”.
　You have the chance to experience culture from around 
the world through food, dancing, singing, skits, and “people”.
　Please join us! We encourage foreigner’s participation!
■ date　February 24th, Sun 12:00-15:00
■ place　Cultural Exchange Plaza「Swany」
■ cost　FREE
■ countries　France, Italy, Spain, India, Indonesia, Korea,
　　　　　　   Germany, Canada, USA and Japan etc

運転経歴証明書（見本）このステッカーが
支援協賛店の目印です

㊤㊨昨年来場
者に大好評
だった寸劇

「水戸黄門」

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。
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　健康 Health

頑張ってます　ヘルスメイト！
「親子クッキング教室」を開催しました

　
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」

を
12
月
26
日
、
文
化
交
流
プ

ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
食
生
活
改

善
推
進
員
会
（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
が
親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
料
理

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
当
日
は
11
組
（
計
34

人
）
の
参
加
が
あ
り
、
６
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調
理
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
楽
し
か
っ
た
、

家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」「
包

丁
を
使
う
の
が
難
し
か
っ
た

け
ど
、
う
ま
く
切
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
た
く
さ
ん
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
開

催
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

冬
期
間
の
運
動
不
足
解

消
、
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
運
動
事
業
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
お
友
達
と
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
２
日
、９
日
、

16
日
（
い
ず
れ
も
土
）　

午

後
１
時
～
２
時
30
分

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
内
容　

フ
ラ
ダ
ン
ス　

■
そ
の
他　

申
し
込
み
は
各

日
の
前
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す

問
申
込
先　

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

　

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
日　

２
月
27
日
水

■
時
間　

午
後
０
時
45
分
～

１
時
30
分

■
場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

義
歯
を
使
用
し
て

い
な
い
20
歳
以
上
の
人
（
現

在
歯
科
治
療
を
し
て
い
な
い

人
）

■
検
診
内
容　

口
腔
内
の
状

態
（
む
し
歯
の
有
無
、
歯
肉

の
状
態
な
ど
）
を
診
ま
す
。

■
料
金　

無
料

■
申
込
期
限　

２
月
12
日

問
申
込
先　

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

　医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

お孫さんの歯を守る５つの注意
おじいさん　おばあさんへ

中野結衣ちゃん 坂井優菜ちゃん

田中陽斗くん 澤頭まひろちゃん

今泉友花ちゃん髙村勇人くん 川向真琴ちゃん

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
12 月 18日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

包丁で野菜、うまく切れるかな

お母さんと一緒にチャレンジ

歯
周
疾
患

検
診
の
ご
案
内

一
緒
に

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
♪

ヒブワクチン追加免疫接種間隔
変更について

　有効性と安全性が確認されたため、ヒブワ
クチンの追加接種間隔が、初回免疫３回目（生
後７カ月～ 12 カ月で接種を開始した人は２
回目）終了後、『おおむね１年後』から『（初
回免疫接種後）７カ月～ 13 カ月の間に』へ
変更になりました。
◆接種開始が生後２カ月～６カ月
①初回免疫　通常４～８週間隔で３回接種
②追加免疫　初回免疫３回目を接種後、７カ
　月から 13 カ月の間に追加接種１回
◆接種開始が生後７～ 11 カ月
①初回免疫　通常４～８週間隔で２回接種
②追加免疫　初回免疫２回目を接種後、７カ
　月から 13 カ月の間に追加接種１回
◆接種開始が１～５歳未満　１回接種（変更なし）

次
か
ら
次
と
欲
し
が
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
少
し
く
ら
い

な
ら
大
丈
夫
、
喜
ぶ
か
ら
と

い
っ
て
甘
い
も
の
を
与
え
続

け
る
と
、
甘
い
も
の
が
大
好

き
に
な
り
、
虫
歯
だ
け
で
な

く
肥
満
や
糖
尿
病
、
高
血
圧

症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
糖
尿
病
や
高
血
圧
の

あ
る
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
は
、
お
孫
さ
ん
も
体
質

が
似
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

❷
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

は
、
ケ
ー
キ
や
チ

ョ
コ
で
な
く
、
ク

レ
ヨ
ン
や
絵
本
を

　

甘
い
お
菓
子
を

あ
げ
れ
ば
子
ど
も

た
ち
は
喜
び
ま
す
が
、
代
わ

り
に
ク
レ
ヨ
ン
や
折
り
紙
、

絵
本
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
甘
い
お

菓
子
と
同
じ
よ
う
に
喜
ん
で

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
生
思
い
出
に
な
る
よ
う
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
考
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

❸
ど
ち
ら
が
か
わ
い
そ
う
で

す
か
？

　

初
競
り
の
マ
グ
ロ
の
値
段

に
び
っ
く
り
し
た
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
好

き
な
食
事
は
、
４
～
５
年
前

は
カ
レ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
で
し

た
が
、
最
近
で
は
、
回
転
ず

し
ブ
ー
ム
で
お
寿
司
が
一
番

に
な
り
、
少
し
健
康
的
に
な

っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
青
森
県
の
子
ど

も
は
全
国
一
の
肥
満
児
で
、

成
人
の
肥
満
度
は
全
国
９
位

で
す
。
さ
ら
に
青
森
県
は
短

命
県
で
す
。
ま
だ
ま
だ
太
っ

て
い
て
体
格
の
い
い
こ
と
が

健
康
的
だ
と
い
う
風
潮
が
残

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
肥
満
児
の
多
く
は
、

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の
お
菓

子
の
だ
ら
だ
ら
食
い
や
、
飲

料
水
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー
摂
取

が
多
く
み
ら
れ
、
虫
歯
を
発

生
さ
せ
る
食
習
慣
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の

中
に
は
、
お
孫
さ
ん
の
虫
歯

を
誘
発
さ
せ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
と
し
て
は
、
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に

子
育
て
を
支
援
し
て
も
ら
っ

て
い
る
以
上
、
何
か
と
指
摘

し
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
孫
さ
ん
た
ち
の
歯
を
虫

歯
菌
か
ら
守
る
た
め
、
歯
の

検
診
の
際
、
歯
医
者
さ
ん
や

先
生
た
ち
と
虫
歯
に
な
ら
な

い
た
め
に
約
束
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
約
束
を
し
た
か
、

ど
う
し
て
、
そ
の
約
束
を
し

た
の
か
お
孫
さ
ん
に
聞
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

お
孫
さ
ん
の
大
切
な
歯
を

守
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
注

意
し
て
、
実
行
し
て
く
だ
さ

い
。

❶
少
し
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫

と
思
っ
て
、
甘
い
も
の
を
与

え
て
い
ま
せ
ん
か

　

甘
い
味
は
、
０
歳
で
も
お

い
し
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
し

て
一
度
そ
の
味
を
覚
え
て
し

ま
う
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

　

お
菓
子
が
欲
し
い
と
言
っ

て
ベ
ソ
を
か
く
お
孫
さ
ん
。

虫
歯
が
で
き
て
痛
が
っ
て
泣

い
て
い
る
お
孫
さ
ん
。
や
は

り
虫
歯
が
で
き
て
泣
い
て
い

る
ほ
う
が
か
わ
い
そ
う
で
す

よ
ね
（
で
も
泣
く
子
と
お
代

官
さ
ん
に
は
敵
わ
な
い
か
）。

　

人
生
の
先
輩
と
し
て
、
病

気
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
教

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

❹
食
べ
物
は
お
孫
さ
ん
専
用

の
ス
プ
ー
ン
で

　

２
～
４
歳
の
時
期
は
虫
歯

菌
が
感
染
し
や
す
い
時
期
で

す
。
口
移
し
や
自
分
の
使
っ

た
ス
プ
ー
ン
で
食
事
を
与
え

る
と
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
の
虫
歯
菌
が
う
つ
り

ま
す
。

　

う
つ
っ
た
だ
け
で
は
虫
歯

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
甘
い
も

の
も
一
緒
に
与
え
て
い
る
と

急
激
に
全
て
の
歯
が
虫
歯
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
孫

さ
ん
専
用
の
ス
プ
ー
ン
や
箸

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

❺
お
や
つ
に
つ
い
て

　

子
ど
も
は
食
事
を
一
度
に

た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
な
い
の

で
、
お
や
つ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
お
や
つ
イ

コ
ー
ル
お
菓
子
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
や
つ
も
食
事
の
一

部
で
す
。お
に
ぎ
り
や
お
芋
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
を
与
え
て
く

だ
さ
い
。

❻
家
族
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う

　

お
母
さ
ん
だ
け
が
頑
張
っ

て
も
、
お
孫
さ
ん
の
目
の
前

で
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
が
甘
い
も
の
を
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
す
る
と
、
先
生

た
ち
と
の
約
束
が
守
れ
ま
せ

ん
。
甘
い
も
の
は
お
孫
さ
ん

の
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

か
わ
り
に
歯
磨
き
は
見
せ

る
よ
う
に
行
い
、
興
味
を
つ

け
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

尾駮診療所　歯科医長

中美 俊大
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　今年も確定申告受付日程表のと
おり申告を受け付けます。
　申告対象者は、平成 25 年１月１
日現在、六ヶ所村に住民登録をし
ている人です。
　申告をしない場合は、所得証明
書などの交付、国保税の軽減措置、
国民年金など掛金の免除、村営住
宅の更新手続き、各種福祉サービ
スや手当てが受けられないなど、
大変不利益となりますので、各種
所得者が扶養者であると申告され
た人を除き、失業・無職・労災な
どにより所得の無い人や生活保護
を受給している人も必ず申告して
ください。なお、税務署に直接申
告される人および給与所得だけで、
かつ 24 年中に１ヵ所からだけ給与
を受け、会社で年末調整をした人
は申告の必要はありません。
　申告の際には、印鑑および次の
書類を必ず持参してください。
①預金通帳、またはキャッシュカー
ドなど、申告する人の口座番号の
わかるもの
②給与所得者は 24 年中に受給した
全ての源泉徴収票（紛失した場合
は給与支払者から再交付を受けて
ください）

③建築業などの所得者は、給与支
払者から源泉徴収票が交付された
場合に限り給与所得者として給与
所得計算ができ、交付されない場
合は請負業（一人親方）として年
間の収支計算が必要となりますの
で注意してください。なお、毎月
の賃金支給明細などは源泉徴収票
となりませんので必ず交付を受け
てください
④農業・漁業・営業などの所得者
は、収支計算を明確にしたもの（年
間の収入金額、事業に係る経費の
わかる帳簿、領収書など）。※領収
書だけの持参は受け付けできませ
んので、帳簿などに記帳・整理し
て持参してください
⑤不動産所得者（借家、借地のあ
る人）は、収支計算を明確にした
もの（不動産の所在地、貸家など
の戸数、家賃、借地料、経費など
のわかる帳簿、領収書など）
⑥防衛省から不動産使用料などの支
払いがある人は、収入金額がわかる
もの（通帳、契約書、通知書など）
⑦譲渡所得者（不動産などを売っ
た人）は、売買契約書、譲渡経費
などの領収書、官公庁が発行した
申出・買取証明書など

⑧その他雑所得および一時所得者
（生命保険満期返戻金、土砂・砂利

等の販売のある人）はその明細書、
売買契約書など
⑨ 24 年中に支払った各種領収書・
控除証明書など（医療費、生命保
険料、地震保険料、国民健康保険税、
介護保険料、国民年金保険料、農
業者年金保険料）
⑩税務署から確定申告書が送付さ
れている人は、送付された確定申
告書を必ず持参してください

◎自宅やオフィスから、インター
ネットで申告や納税ができる「ｅ
－Ｔａｘ（国税電子申告）」もぜひ
利用してください（電子証明書の
取得など、事前手続きが必要です）。
また、国税庁ホームページでは、
個人の確定申告書などの作成がで
きる「確定申告書等作成コーナー」
を開設していますので、申告書の
作成に利用してください。
＊ 国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス

（http://www.nta.go.jp/）の確定申
告書等作成コーナー」からアクセ
スしてください。
問税務課
☎ 0175（72）2111（内線 125）

確 定 申 告 村県民税・所得税の申告はお早めに

平成 24 年分

月 日 受付時間 受付会場 対象地区

２ 

月

14 日木 9：30 ～ 16：00

泊地区
ふれあい
センター

泊（一般）１班・２班
15 日金 9：30 ～ 16：00 泊（一般）３班～ 10 班

18 日月 9：30 ～ 16：00 泊（一般）11 班～ 18 班

19 日火 9：30 ～ 16：00 泊（漁業）11 班～ 17 班

20 日水 9：30 ～ 12：00 泊（漁業）１班～ 10 班

21 日木 9：30 ～ 16：00
千歳平
公民館

端・六原・笹崎・庄内・豊原・睦栄

22 日金 9：30 ～ 16：00 千歳平１班～９班

25 日月 9：30 ～ 15：00 千歳平 10 班～ 12 班・千歳

26 日火 9：30 ～ 16：00

平沼支所

平沼１班～３班・新納屋・石油備蓄

27 日水 9：30 ～ 16：00 平沼４班～７班

28 日木 9：30 ～ 16：00 平沼８～ 11 班

３ 

月

１日金 9：30 ～ 16：00 新城平・中志・内沼

４日月 9：30 ～ 16：00 倉内１班～４班

５日火 9：30 ～ 16：00 倉内５班～８班

６日水 9：30 ～ 12：00 倉内９・10 班

７日木 9：00 ～ 16：00

中央公民館

出戸・石川・二又・第三二又・ひばり平・富ノ沢

８日金 9：00 ～ 16：00 尾駮・老部川

11 日月 9：00 ～ 16：00 野附・尾駮浜

12 日火 9：00 ～ 16：00 戸鎖・室ノ久保・千樽・尾駮レイクタウン

13 日水 9：00 ～ 16：00 予備日

14 日木 9：00 ～ 16：00 予備日

15 日金 9：00 ～ 15：00 予備日

■確定申告受付日程表

　２月 14 日～３月 15 日までの期間は上記日程のとおり、それぞれの受付会場にて申告を受け付けします。地区対象
日に都合の悪い人は、対象受付会場のいずれかの日に申告されるようお願いします。
　なお、予備日は大変混み合いますので、必ずご自分の対象日に各地区の受付会場で申告してください。
※１　上記期間中、税務課窓口での申告受け付けはできません
※２　村は、消費税の申告受け付けを行いませんので、対象者は４月１日までに十和田税務署で直接申告してください

Information

●平成 24 年分確定申告の納期限と振替日について■十和田税務署からのお知らせ ●「申告所得税」「消費税および地方消費税（個人事業者）」の納税には、
便利かつ安全・確実な振替納税をご利用ください

　

24
年
分
確
定
申
告
の
納
期
限
と

振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
申
告
所
得
税

■
納
期
限　

25
年
３
月
15
日
金

■
振
替
納
付
日　

４
月
22
日
月

◇
個
人
事
業
者
の
消
費
税

■
納
期
限　

４
月
１
日
月

■
振
替
納
付
日　

４
月
24
日
水

○
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
人

は
振
替
納
付
日
前
日
ま
で
に
、
預

貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
な
い

人
は
納
付
書
を
ご
自
身
で
記
入

し
、
納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
銀

行
・
信
用
金
庫
ま
た
は
郵
便
局
の

窓
口
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い

場
合
ま
た
は
振
替
納
付
日
に
引
き

落
と
し
が
出
来
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
完
納
の

日
ま
で
の
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
に
は
「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
」
を
記
載
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

一
度
提
出
す
る
と
、
翌
年
以
降

の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
振
替
納
税
は
申
告
期
限
ま
で
に

申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
に
限

り
利
用
で
き
ま
す
。

○
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
振
替
納

付
日
前
日
ま
で
に
、
預
貯
金
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
残
高
不
足
な
ど
に
よ
り
振
替
納

付
日
に
引
き
落
と
し
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
完
納
の
日
ま
で
の
延
滞
税

を
併
せ
て
納
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
十
和
田
税
務
署
管
理
運
営
第
一

部
門

☎
０
１
７
６
（
23
）
３
１
５
１

（
内
線
２
１
２
）

＊
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
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教
育
委
員
会
は
、
村
内
に
住

所
を
有
す
る
人
の
子
ど
も
で
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学

校
、
ま
た
は
大
学
な
ど
に
就
学

が
困
難
な
人
に
対
し
て
奨
学
資

金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
資
格

①
平
成
25
年
４
月
か
ら
高
等
学

校
お
よ
び
大
学
な
ど
へ
進
学
す

る
人

②
25
年
４
月
現
在
、
在
学
中
の
人

■
対
象
学
校　

学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
高
等
学
校
お
よ
び
大

学
な
ど

【
対
象
と
な
ら
な
い
学
校
例
】

 

・
防
衛
大
学
校
、
海
上
保
安
大

学
校
な
ど
、
文
部
科
学
省
以
外

の
省
庁
所
管
の
学
校

 

・
放
送
大
学
、
通
信
教
育
学
部
な

ど
主
に
自
宅
で
学
習
す
る
学
校

 

・
自
治
医
科
大
学
な
ど
学
費
が

免
除
さ
れ
る
学
校

 

・
病
院
が
経
営
す
る
看
護
師
養

成
学
校
、
自
動
車
学
校
、
職
業

訓
練
校
な
ど

＊
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

校
以
外
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

事
前
に
確
認
の
上
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

■
貸
与
額

○
高
等
学
校

月
額　

１
万
５
千
円
（
定
額
）

○
高
等
学
校（
５
年
制
専
攻
科
）  

月
額　

５
万
円
以
内

○
四
年
制
大
学

月
額　

７
万
円
以
内

○
大
学
院

月
額　

10
万
円
以
内

○
短
期
大
学

月
額　

５
万
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校

月
額　

５
万
円
以
内

○
専
門
学
校

月
額　

３
万
円
以
内

○
入
学
一
時
金

30
万
円
以
内（
新
入
学
時
だ
け
、

高
等
学
校
・
大
学
院
は
含
ま
な

い
）

■
貸
与
期
間

高
等
学
校
お
よ
び
大
学
な
ど
に

お
け
る
正
規
の
就
学
期
間

■
受
付
期
間　

25
年
２
月
１
日

金
～
３
月
22
日
金
【
必
着
】

＊
期
間
以
降
の
申
請
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い

■
申
請
方
法

保
護
者
で
は
な
く
貸
与
を
受
け

る
本
人
が
、
下
記
①
～
⑦
の
書

類
を
ご
持
参
の
上
、
学
務
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
者

が
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）。

①
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
、
家

庭
状
況
書
、
振
込
依
頼
書
（
学

務
課
の
ほ
か
、
泊
・
平
沼
両
支

所
に
も
備
え
付
け
。
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
）

②
24
年
の
所
得
が
分
か
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
の
写

し
な
ど
、
世
帯
の
中
で
収
入
の
あ

る
人
全
員
分
と
連
帯
保
証
人
分
）

③
健
康
診
断
書
（
中
学
、
高
校

の
健
康
診
断
書
で
も
代
用
可
）

④
合
格
通
知
書
も
し
く
は
在
学

証
明
書
（
原
本
）

⑤
申
請
者
の
戸
籍
全
部
事
項
証

明
書
も
し
く
は
戸
籍
謄
本
（
原

本
）

⑥
成
績
証
明
書
（
原
本
）

⑦
振
込
を
希
望
す
る
通
帳
の
コ

ピ
ー

■
貸
与
の
決
定

貸
与
の
決
定
は
25
年
４
月
中
旬

開
催
予
定
の
教
育
委
員
会
に
て

決
定

＊
奨
学
資
金
の
貸
与
は
、
教
育

委
員
会
で
申
請
者
を
審
査
し
決

定
し
ま
す
。
申
請
す
れ
ば
必
ず

貸
与
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

■
そ
の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
教
育
委
員
会
学
務
課　

赤
石

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
５
４
）

　

村
で
は
、
平

成
25
年
４
月
か
ら

新
し
く
村
内
の

小
・
中
学
生
と
な
る
子
ど
も
た

ち
の
保
護
者
へ「
入
学
通
知
書
」

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
入
学
通
知
書
」
は
村

内
小
・
中
学
校
入
学
の
際
に
必

要
と
な
る
も
の
で
す
。

　

通
知
書
は
原
則
と
し
て
住
ん

で
い
る
地
区
に
よ
り
決
め
ら
れ

た
学
校
（
指
定
学
校
）
に
入
学

す
る
こ
と
と
し
て
発
送
し
て
い

ま
す
が
、
次
の
場
合
は
お
早
め

に
教
育
委
員
会
学
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き 

○
入
学
通
知
書
の
氏
名
・
生
年

月
日
な
ど
記
載
さ
れ
た
内
容
に

誤
り
が
あ
る
と
き

○
入
学
通
知
書
を
受
け
取
っ
た

後
に
転
出
な
ど
を
さ
れ
る
と
き 

○
事
情
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
学

区
以
外
の
学
校
へ
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
と
き

○
そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
あ
る

と
き

問
教
育
委
員
会
学
務
課　

赤
石

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
５
４
）

FAX
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
３

　

次
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ

る
土
地
の
所
有
者
は
、
樹
木
の

伐
採
や
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま

す
。

①
樹
木
が
村
の
光
ケ
ー
ブ
ル
に

接
触
し
て
い
る

②
折
れ
た
枝
葉
な
ど
が
村
の
光

ケ
ー
ブ
ル
に
接
触
し
て
い
る

（
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
）

　

村
が
敷
設
し
た
光
ケ
ー
ブ
ル

は
、
テ
レ
ビ
共
聴
、
防
災
告
知

端
末
（
テ
レ
ビ
電
話
）、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
さ
ま
ざ
ま
な
用

六
ヶ
所
村
奨
学

資
金
貸
与
制
度

の
ご
案
内

途
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

倒
木
や
折
れ
た
木
の
枝
葉
が

光
ケ
ー
ブ
ル
へ
接
触
し
損
傷
さ

せ
て
し
ま
う
と
、
広
範
囲
で
テ

レ
ビ
視
聴
障
害
お
よ
び
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
不
通
障
害
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
障
害
を
防
ぐ
た
め

倒
木
な
ど
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
で
確
認
い
た
だ
き
、
事
前

に
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

※
台
風
や
豪
雪
な
ど
自
然
災
害

に
よ
る
倒
木
と
い
っ
た
緊
急
を

要
す
る
場
合
は
、
村
の
光
ケ
ー

ブ
ル
に
支
障
を
き
た
す
倒
木
や

枝
葉
な
ど
を
予
告
な
く
伐
採
な

ど
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
光
ケ
ー
ブ
ル
に
倒
木

や
枝
葉
が
接
触
し
て
い

る
現
場
や
光
ケ
ー
ブ
ル

が
断
線
し
て
い
る
現
場

を
見
つ
け
た
場
合
は

役
場
情
報
政
策
課
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
情
報
政
策
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
５
２
）

　

県
で
は
、
納
税
証
明
書
の
交

付
申
請
の
際
、
窓
口
に
お
い
で

い
た
だ
い
た
人
の
確
認
と
、
代

理
人
申
請
の
場
合
の
委
任
関
係

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

下
記
表
の
書
類
に
加
え
て
次
の

も
の
が
必
要
で
す

①
本
人
か
ら
の
委
任
状
（
法
人

の
場
合
は
代
表
者
）

　

委
任
状
に
は
、
必
ず
本
人
が

記
名
・
押
印
（
法
人
の
場
合
は

代
表
者
の
記
名
・
代
表
者
印
の
押

印
）
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
書

の
「
委
任
に
関
す
る
事
項
」
欄
を

使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

＊
家
族
・
従
業
員
の
場
合
も
委

任
状
が
必
要
で
す

②
本
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書
の

原
本（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
）

　

な
お
、
継
続
検
査
用
の
自
動

車
税
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
印
鑑
登
録
証

明
書
は
不
要
で
す
。

◆
納
税
証
明
書
の
交
付
申
請
書

用
紙
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.pref.aom
ori.lg.jp/ 

）

◆
納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
の
大
切
な
情
報
を
証
明

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
窓
口
に

お
い
で
い
た
だ
い
た
人
の
確
認

な
ど
を
厳
格
に
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
５
）

　12 月の農業委員会総会が 12
月 20 日、役場分庁舎３階大会
議室にて開催され、下記案件が
原案通り議決・承認されました。

■報告第 11 号　農地法第５条
の規定による農地転用届出につ
いて　　 　　　１件　2,167㎡
■報告第 12 号　農地の転用事
実に関する照会について

１件　249㎡
■議案第 29 号　農地法第３条
の規定による許可申請について

２件　10,212㎡
■議案第 30 号　農地法第５条
の規定による農地転用許可申請
について １件　306㎡
■議案第 31 号　農用地利用集
積計画（案）について

１件　5,158㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第３条許可
申請についての記載例などは窓口
にあります。
　次回の総会は、平成 25 年２月
20 日水に開催予定です。

問農林水産課　佐々木
☎ 0175（72）2111（内線 327）

農業委員会だより

　消防庁では、消防団員の定年な
どによる退団が多い状況を踏ま
え、消防団員募集についての広報
の全国的な展開を図っています。
　村の消防団員は定員 215 人に
対し、204 人（平成 25 年１月１
日現在）です。
　自分の地域は自分たちで守るん
だと考えているあなた、消防団員
へ加入してみませんか。
※行政区ごとに団員の定数が決まっ
ていますので、加入希望する人は事
前に下記へご連絡ください

問原子力対策課　消防団係
☎ 0175（72）2111（内線 335）

いま、あなたの力が必要です

消防団員を募集します

届
き
ま
し
た
か
？

小
・
中
学
校
へ
の
「
入

学
通
知
書
」

県
税
納
税
証
明
書
申
請

時
の
本
人
確
認
お
よ
び

委
任
関
係
確
認
に
つ
い

て

本人確認
書類（※１）

印鑑（法人
の場合代表

者印）

手数料
青森県収入
証紙（１部

400 円）

自動車検査証
（コピー可）

事業税 ○ ○ ○

自動車税
（滞納がない旨の証明） ○ ○ ○ ○

自動車税（継続検査用） ○ ○ ○

◆納税証明書の交付申請の際に準備するもの

（※１）運転免許証・健康保険被保険者証・旅券・国民年金手帳などにより本人確認を行います

村
の
光
ケ
ー
ブ
ル
に
支

障
の
あ
る
樹
木
の
伐
採

や
枝
払
い
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

 Rokkasho News and Information

　皆さんの多数のご参加をお待ちしています。
■開催日　２月 24 日日
※バスの配車時間は申し込み時にお知らせします
■場所　サンワアリーナ（青森県営スケート場）
■募集人数　先着 80 人
■入場料（団体割引）　小学生以下 50 円
中学生 110 円・高校生 220 円
一般 470 円（※貸靴代 340 円）
■申込期限　２月 18 日月
問申込先　社会教育課（中央公民館）
☎ 0175（72）2111（内線 518）
FAX0175（72）2246

親子スケート教室を開催します
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戸籍の窓
　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部

で
は
、
平
成
25
年
２
月
１
日
よ

り
、
25
年
度
に
実
施
す
る
赤
十

字
活
動
の
資
金
確
保
の
た
め
、

《
赤
十
字
社
員
増
強
・
社
資
増

収
運
動
》
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社

資
（
社
費
・
寄
付
金
）
は
、
昨

年
の
例
で
言
え
ば
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
事
業
と
し
て
、

仮
設
住
宅
入
居
者
へ
の
生
活
家

電
セ
ッ
ト
の
配
布
や
健
康
相
談

の
実
施
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
人
々
の
命
と
健

康
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

赤
十
字
活
動
の
普
及
・
推
進

の
た
め
、
赤
十
字
社
員
へ
の
加

入
な
ら
び
に
社
資
の
ご
協
力
に

つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

各
自
治
会
で
の
毎
戸
訪
問
時

の
ほ
か
、
福
祉
課
窓
口
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
付
開
始
日　

25
年
２
月
１

日
金
～

問
日
本
赤
十
字
社
六
ヶ
所
村
分

区
事
務
局　

福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
な
ど
を
お
送
り

し
、
確
認
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
約

２
２
０
０
万
件
の
持
ち
主
が
確

認
で
き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

①
若
い
頃
に
勤
め
て
い
た
記

録
が
見
つ
か
っ
た
、
②
結
婚
前

の
旧
姓
の
記
録
が
見
つ
か
っ

た
、
③
名
前
の
読
み
方
が
誤
っ

て
登
録
さ
れ
て
い
た
記
録
が
見

つ
か
っ
た
―
な
ど
い
ず
れ
も
年

金
受
給
資
格
お
よ
び
増
額
に
つ

な
が
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も

れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る
の
で

は
と
心
配
の
あ

る
人
は
、
お
近

く
の
年
金
事
務

所
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
む
つ
年
金
事
務
所
（
お
客
様

相
談
室
）

☎
０
１
７
５
（
23
）
７
９
５
５

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

交
通
災
害
共
済
と
は
交
通
事

故
で
け
が
を
し
た
り
、
死
亡
し

た
り
し
た
場
合
に
見
舞
金
や
弔

慰
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
制
度

で
す
。
年
齢
や
健
康
状
態
に
関

わ
ら
ず
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

の
で
、
万
が
一
に
備
え
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

■
共
済
期
間　

平
成
25
年
４
月

１
日
～
26
年
３
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
（
４
月
１
日
以
降
に
加

入
し
た
場
合
は
加
入
日
か
ら
）

■
会
費　

３
５
０
円
（
20
人
以

上
の
団
体
で
加
入
の
場
合
、
奨

励
金
有
り
）

■
受
付
開
始　

２
月
１
日
金
～

■
受
付
場
所　

役
場
総
務
課
、

泊
支
所
、
平
沼
支
所

■
二
重
加
入
に
ご
注
意
を

　

村
内
在
住
の
18
歳
以
下
お
よ

び
65
歳
以
上
（
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
な
る
人
を
含
む
）
の
人

の
会
費
は
村
で
負
担
し
、
加
入

し
ま
す
の
で
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

■
対
象
と
な
る
事
故

①
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

車
イ
ス
な
ど
の
道
路
交
通
に
よ

る
人
身
事
故

②
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ

た
り
、
ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故

③
自
転
車
で
走
行
中
に
転
倒
し

た
り
、
追
突
さ
れ
た
り
し
て
け

が
を
し
た
と
き

※
対
象
と
な
る
事
故
か
ら
１
年

以
内
に
請
求
す
る
こ
と
で
、
見

舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す

■
請
求
に
必
要
な
書
類

　

交
通
事
故
証
明
書
や
診
断
書

な
ど
が
必
要
で
す
。
事
故
に
よ

っ
て
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
６
）

　

ニ
ワ
ト
リ
な
ど
を
飼
養
し
て

い
る
人
は
、
毎
年
２
月
１
日
現

在
の
飼
養
羽
数
な
ど
を
県
知
事

あ
て
に
定
期
報
告
す
る
こ
と

が
、
昨
年
度
の
家
畜
伝
染
病
予

防
法
改
正
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

愛
玩
用
と
し
て
数
羽
を
飼
養

し
て
い
る
場
合
で
も
、
万
が
一

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
が
発
生
す
れ
ば
、
近
隣
養

鶏
場
の
卵
や
鶏
肉
の
出
荷
が
制

限
さ
れ
る
な
ど
、
養
鶏
産
業
に

多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
設

置
や
定
期
的
な
清
掃
・
消
毒
な

ど
、
適
正
な
飼
養
管
理
に
よ
り

疾
病
の
発
生
防
止
に
努
め
る
と

と
も
に
、
次
の
と
お
り
定
期
報

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
鳥
類　

ニ
ワ
ト
リ
（
青

森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
、
比
内
地

鶏
、
烏う

こ
っ
け
い

骨
鶏
、
軍シ

ャ
モ鶏
、
チ
ャ
ボ
、

声こ
え
よ
し
ど
り

良
鶏
、
金き

ん
ぱ
ち
ど
り

八
鶏
な
ど
を
含
む
）、

ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、

キ
ジ
、
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、

七
面
鳥
、
ダ
チ
ョ
ウ

■
報
告
様
式　

十
和
田
家
畜
保

健
衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
（
十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
、

ま
た
は
市
町
村
畜
産
担
当
課
に

も
、
報
告
様
式
な
ど
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
昨
年
報
告
し
た
人

は
昨
年
と
同
じ
で
す
）

■
報
告
期
日　

平
成
25
年
３
月

31
日
日
ま
で

■
提
出
先　

上
北
地
域
県
民
局

地
域
農
林
水
産
部　

十
和
田
家

畜
保
健
衛
生
所
（
〒
０
３
４
―

０
０
９
３　

十
和
田
市
西
十
二

番
町
19
―
23
）

☎
０
１
７
６
（
23
）
６
２
３
５

FAX
０
１
７
６
（
23
）
３
０
４
４

＊
ご
持
参
す
る
か
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
く
だ
さ
い

問
農
林
水
産
課

ニ
ワ
ト
リ
な
ど
を
飼
育
し
て
い

る
皆
さ
ん
へ

定
期
報
告
書
を
提
出
く

だ
さ
い

六ヶ所村の人口
（12 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,898 － 14
女 5,199 － 20
計 11,097 － 34

世帯数 4,618 － 17

小
こ い ず み

泉香
か あ な

愛菜（秀生）千歳平

明
みょうまえ

前凜
り ん た ろ う

太朗（知樹）尾駮レイクタウン

鳥
と り や べ

谷部悠
は る き

生（和真）室ノ久保

赤
あ か い し

石　龍
た つ ひ と

仁（崇）　　泊

川
か わ ぐ ち

口　柊
しゅうせい

晴（明博）千歳

相
あ い な い

内　柊
し ゅ り

璃（聖一）千歳

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

佐々木　秀和（十和田市）

鶴ヶ崎　志乃（東北町）

阿部　哲（泊）

川村　直美（弘前市）

ご結婚おめでとう

12 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175(72)2111（内線 117）

■
出
願
資
格　

木
造
建
築
科
は

中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
見
込

み
ま
た
は
卒
業
し
た
人
・
配
管

科
は
離
転
職
者
な
ど
で
職
業
に

必
要
な
技
能
お
よ
び
こ
れ
に
関

す
る
知
識
を
習
得
し
よ
う
と
す

る
人
（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
出
願
手
続　

願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
木
造
建
築
科
を

受
験
す
る
中
学
校
・
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
人
は
、
む
つ
高

等
技
術
専
門
校
へ
持
参
ま
た
は

郵
送
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、
最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ

（
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
）

■
試
験
日　

木
造
建
築
科
・
配

管
科　

２
月
21
日
木

問
青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専

門
校（
む
つ
市
文
京
町
31
―
１
）

☎
０
１
７
５
（
24
）
１
２
３
４

＊
ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
ま
で

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
２
４
）

　

放
射
線
の
基
礎
や
人
体
へ
の

影
響
な
ど
に
関
す
る
講
演
会
を

実
施
し
ま
す
。
放
射
線
の
基
本

的
な
知
識
に
つ

い
て
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
土　

午
後

３
時
～
４
時

■
場
所　

六
ヶ
所
村
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
演
題
（
講
師
）　
「
放
射
線
の

基
礎
知
識
」（
弘
前
大
学
被
ば

く
医
療
総
合
研
究
所
放
射
線
物

理
学
部
門
教
授　

床と
こ
な
み次
眞し

ん
じ司
）

■
定
員　

１
０
０
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

参
加
を
希
望
す

る
人
は
、
２
月
８
日
金
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す

問
公
益
財
団
法
人
原
子
力
安
全

技
術
セ
ン
タ
ー　

防
災
技
術
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
71
）
１
１
８
５

　

平
成
25
年
の
入
校
生
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
定
員　

木
造
建
築
科
・

配
管
科　

各
20
人

■
出
願
期
間　

木
造
建
築
科
・
配

管
科　

25
年
２
月
14
日
木
ま
で

■
訓
練
期
間　

木
造
建
築
科　

２
年
・
配
管
科　

１
年

お悔やみ申し上げます
髙橋　　正　80 才（尾駮浜）

田中　権太　80 才（平沼）

佐藤昭四郎　83 才（千歳）

小泉　ミナ　74 才（千歳平）

佐藤　裕子　71 才（泊）

上野　イシ　81 才（泊）

髙田　イシ　92 才（平沼）

村上　義彦　69 才（泊）

木村　りせ　87 才（倉内）

赤石はつゑ
え

　79 才（泊）

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所
（予定）

予備自衛官
補（一般）

18 歳以上 34 歳未満の人
（25 年７月１日現在）

１月９日水～
４月３日水

４月 12 日金～
15 日月のうち
いずれか１日

青森駐屯地
八戸駐屯地

予備自衛官
補（技術）

18 歳以上で国家資格な
どを有する人（25 年７
月１日現在）
＊詳細は下記まで問い合わ
せてください

青森駐屯地

幹部候補生
（一般・飛行・

音楽）

22 歳以上 26 歳未満の人
〈修士課程修了者は 28

歳〉（26 年４月 1 日現在）

２月１日金～
４月 26 日金

〈１次試験〉
５月 11 日土：筆
記試験、５月 12
日日：筆記式操
縦適性検査（飛
行要員のみ）

青森県第２
合同庁舎
八戸工業大
学

平成 25 年度自衛官募集のご案内

　詳細については、下記まで問い合わせてください。
〒 033-0037　三沢市松園町三丁目 6-16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース隣）
自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
☎・FAX　0176（53）1346（平日 08：45 ～ 17：30）
e-mail：aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

あ
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た
の
気
に
な
る
記

録
、
も
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一
度
確
認
を

平
成
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年
度
交
通
災
害
共

済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

青
森
県
主
催

放
射
線
に
関
す
る
講
演

会
の
ご
案
内

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

平
成
25
年
度
入
校
生
募
集

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/Information Square
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図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175（72）3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

ニンジンは茎が細いものがおいしい？ 焼
きギョウザは最初にしっかりと焼き目を
つける？過去十数年のＮＨＫ「ためして
ガッテン」全放送回の中から厳選した、
61 の料理の新常識をクイズ形式で紹介す
る。目次に解答欄あり。

ＮＨＫためしてガッテン
料理の新常識事典

ＮＨＫためしてガッテン
編集班 編

「メイク用品」と「スキンケア用品」は必
ず分けて収納する、貴重品はまずにおい
を嗅いでみる、思い出品は 25 歳を過ぎた
ら片付ける…。「捨てる」だけでは得られ
ない、理想の「ときめく暮らし」を手に
入れる方法を伝授する。

人生がときめく片づ
けの魔法２

近藤 麻理恵 著

会津を守るため戊辰戦争を力の限り戦い、
維新後、夫の新島襄とともにキリスト教
主義の学校をつくった新島八重。幕末・
明治という激動の時代を生きた彼女の波
乱万丈の生涯を漫画で紹介します。

新島八重

柊ゆたか 漫画

グリム童話の不朽の名作「ねむりひめ」を、
絵本作家・荒井良二がオリジナリティー
豊かな絵と文章で描く。子どもから大人
まで幅広く楽しめる、夢とファンタジー
に満ちた物語。

ねむりひめ

荒井良二 著

地上デジタル 11ch「ロック TV」

２月の番組表
時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真

7 時 15

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報8 時 00

9 時 00

10 時

00 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　①ろっかしょ味めぐり

11 時
15 ❷まだ新米カメラマン
30 ❹ア ･ ラ ･ カルト　②もらってうれしいお土産

12 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

13 時

00 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　⑤戸鎖新そばまつり

14 時
15 ❷まだ新米カメラマン
30 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真

15 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

16 時

00 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　③雑草魂～六高野球部～

17 時
15 ❷まだ新米カメラマン
30 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真

18 時 00
ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

19 時 00

20 時

00 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　④泊例大祭

21 時
15 ❷まだ新米カメラマン
30 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真

22 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

23 時

00 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❶広報２月、テレビ電話、❸写真

０時
I

６時

15

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

村のスケジュール2 月

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 金

2 土

３ 日

４ 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

５ 火

6 水

7 木
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

8 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

9 土

10 日

11 月

12 火

スワニー・郷土館・図書館休館日

1 歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

13 水 森のくまさんおはなし会〈3 歳～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

14 木 森のくまさんおはなし会〈0 歳～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

15 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

16 土 げんねんジュニアロボットコンテスト 10：30 ～ 17：00 大 石 総 合 体 育 館

17 日

18 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

19 火

資料整理のため休館日 図 書 館

７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

20 水
資料整理のため休館日 図 書 館

栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

21 木 資料整理のため休館日 図 書 館

22 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

23 土

24 日
異文化交流フェア（詳細は P11 へ） 12：00 ～ 15：00 ス ワ ニ ー

親子スケート教室（詳細は P17 へ） サ ン ワ ア リ ー ナ

25 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

26 火

27 水

28 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、２月は
以下の番組を放送します。
　ぜひ、ご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見る
ことができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ　２月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事
予定）、ごみの収集日程などを文字放送でお知ら
せします。

❷まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当 2 年目になっても″まだ新米カメラマン″
が取材・編集した、村のトピックス（話題）をお
届けします。

※番組では、一部内容を変更して放送する場合があ
ります

❸写真で巡るろっかしょ
　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りし
ます。あなたの笑顔が映るかも！

❹ア・ラ・カルト BOX
　下記の番組の中から１番組（30 分）ずつ放送
します。
　①もらってうれしい六ヶ所のお土産
　②ろっかしょ味めぐり～晩秋の郷土料理～
　③雑草魂～六ヶ所高校野球部の夏～
　④泊例大祭～六ヶ所高校２年 新堂翼が見た伝統～
　⑤戸鎖新そばまつり～昔の風景をもとめて～

❺青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示しま
す。

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

　33th は、①第 30 回六ヶ所村民俗芸能発表会（１
月 12 日収録）、②平成 24 年度六ヶ所村小中学校
バスケットボール大会新人戦（１月 19 日収録）、
③第 12 回ふるさと自慢わがまちＣＭ大賞の応募
作品紹介を放送します。
　34th は、①第二中学校で立志式（２月１日収
録）、②泊小で雪上運動会（２月６日収録）など
を予定しています。

１月は正月ボケをしている暇もなく、出初式や成人式など華やかな取材がたくさんありました。出初式では前担当のとき、お世話になった皆さんに
声をかけていただき、嬉しく思うとともに良いものを作らねば…と身が引き締まる思いでした。毎年雪の吹きつける中で行われていた出初式。今年
の天気は私がいた６年間で一番良かったのではと思います。青空に舞い踊る紅白のまといが本当にきれいで、写真を撮るのが楽しかったです。最近
は、天気の神様に味方してもらっているような取材の日が続いています。何とか冬の間は味方でいてほしいなと思います（能登）
●「新年を語るつどい」の取材に行ってきました。講演会では、医師で落語家の立川らく朝氏が健康教育と落語を併せた「ヘルシートークと健康落
語」を披露しました。笑うことは、体にとっても良いことだそうです。日本の死亡率第一位の病気はガン。笑うことはガン予防になり、脳卒中や高
血圧などの成人病にも効果があります。無理に笑っても同じ効果が得られるそうですが、やはりいろんな人と出会って楽しく笑いたいです。今年も
取材をとおしてみなさんから笑顔をたくさん分けてもらいたいと思います（須藤）



大地を覆っていた雪が解け始め、春の訪れを感じる頃。
北帰行の途中で一休みしているマガンたちが、田んぼで落ち穂拾いをしています。
嘴
くちばし

を埋
うず

めながら落ち穂を探すその中には、ヒシクイの姿もちらほら。
食べて力を蓄えた群れは、遠い北の空へ羽ばたきます。

伝えたい、六ヶ所の風景。
雁

が ん

の降りる里 

1_ 雪解けが始まり地面が姿を現し始めた頃、数十羽のマガン（準絶滅危惧・
天然記念物）の群れが落ち穂拾いに訪れる《平沼》　2_ 嘴

くちばし

の付け根が黒い
ヒシクイ（絶滅危惧Ⅱ類・天然記念物）は、体長約 90㎝とマガンより一回
り大きく、水辺に生えるマコモの根も好んで食べる《尾駮沼》　3_ 黒褐色
で体長約 60㎝と小柄なコクガン（絶滅危惧Ⅱ類・天然記念物）は、秋から
春先まで海岸で見かけられる《むつ小川原港》（一戸一晃さん〈（公財）環
境科学技術研究所〉）
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